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《 北米産大豆 》 

１７／１８年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が２月８日発表した、１７／１８年度の世界大豆生産・需給予測によれば、アル

ゼンチンなどの減産を反映し、生産量は前回比１.７％増の３億４，６９２万トンとなりまし

た。需要量の減少により、期末在庫は前回比１.３％減の９，８１４万トンと下方修正となっ

ています。 

 また、同日発表された米国大豆生産・需給予測によると、生産量と消費量は先月と変わらず、 

国内での搾油需要が減ったことで需要量が減少し、輸出量も前回比１．６％減となったことか

ら在庫率が前回比１.６％増の１２.７％に上昇しています。 

 

１７/１８年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億４，６９２万ｔ （対前年比     １.３％減） 

消 費 量 ３億４，３２０万ｔ （対前年比     ４.０％増） 

期末在庫量 ９，８１４万ｔ   （対前年比     ２.１％増） 

期末在庫率 ２８.６％      （対前年度差 ０.５ポイント減） 

１７/１８年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億１,９５２万ｔ （対前年比     ２.２％増） 

消 費 量 ５，６８３万ｔ   （対前年比     ２.４％増） 

輸 出 量 ５，７１５万ｔ   （対前年比     ３.４％減） 

期末在庫量 １，４４２万ｔ   （対前年比    ７５.６％増） 

期末在庫率 １２.７％     （対前年度差 ５.５ポイント増） 

 

〇１８年産北米産大豆の割増金大幅値上げ、製品価格に影響か 

 ２０１８年秋に北米で収穫する非遺伝子組み換え大豆の割増金が２年連続で上昇しました。 

２０１７年から本格的に栽培が始まった新しい遺伝子組み換え大豆の作付けが広がり、生産に

手間暇がかかる非組み換え大豆を敬遠する農家が増えたことが大きな要因です。日本の食品メ

ーカーのなかには調達コストの増加を見込んで、価格転嫁の動きも出始めているようです。 

 

 

《 トピックス 》 

〇タカノフーズ、納豆商品を４～５月にかけて１０～２０％値上げ 

 タカノフーズは１月３１日に原材料や包装資材、人件費、物流費の上昇を受け、４月１日と 

５月１日から納豆の主要商品の一部で１０～２０％値上げすることを発表しました。 

 今回の値上げに対し同業他社がどのような動きをしてくるのか動向が注目されています。 
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《 国産大豆 》 

〇平成２９年産国産大豆入札情報 

 このほど日本特産農産物協会は平成２９年産大豆の２月の入札結果を発表しました。 

それによると、上場数量８，２９７トンで、落札数量が２，７４２トン、落札率は３３％と

いう結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／８，２８９円となり、前月から６０ｋｇ

／１８４円下落しました。 

 

 普通大豆の銘柄別では、北海道とよまさり大粒は８，１７４円と前月から３５５円下落、ス

ズマル小粒は９，１８０円と１７０円上がりました。、青森おおすず大粒は８，１３２円と２

１８円の下落、宮城ミヤギシロメ大粒は８，７２０円となり、２８年産７月の入札時から１９

７円値上がりするなど産地や品種によって値動きに差がありました。 

 ここ数年相場を引っ張ってきた九州フクユタカも収穫量は昨年よりも多く、入札は落ち着い

てる印象ですが、相変わらず東北産大豆の品質を懸念する声もあり、品種によっては上位等級

の確保が難しくなることも予想されるため、今後の入札動向が注目されます。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １７年 １２月   ３，８８３ｔ     ９２１ｔ     ２４％  

  １８年  １月   ８，２９７ｔ   ２，７４２ｔ     ３３％ 

                                                 

    合 計   １２，１８０ｔ   ３，６６３ｔ     ３０％ 

 

 

〇国産大豆流通における卸業者の役割を講演－東北大豆セミナー 

 東北産大豆の生産振興を目的とした「東北大豆セミナーinせんだい」がこのほど開催され、 

ＪＡ全農『国産大豆の生産・流通について』、全国納豆協同組合連合会『納豆市場における国

産大豆需要』とあわせて『国産大豆流通における卸業者の役割について』当社浅利が講演させ

て頂きました。 

当社では産地視察とメーカーと生産者が意見交換などを 

行うクロップツアーを毎年開催しており、国産大豆の産地 

ブランド化及び商品のブランド化に注力しています。 

 その一環として、商品パッケージにＱＲコードをつけて 

生産者の取り組みや商品情報を動画や画像といった 

ビジュアルで情報提供を行っています。興味がある方は 

担当営業までぜひお問い合わせください。 


